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29
年
度
予
算
編
成
の 

基
本
的
な
考
え
方

次
期
総
合
計
画
の
策
定

　

本
市
の
行
政
運
営
の
基
本
と
な
る
総
合
計

画
に
つ
い
て
、
計
画
期
間
が
平
成
30
年
度
ま

で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
29
年
度
に
次
期
総

合
計
画
の
策
定
作
業
に
着
手
し
ま
す
。

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
、国
県
の
制
度
・

施
策
を
注
視
し
、
地
域
の
実
態
把
握
や
課
題

の
明
確
化
に
努
め
ま
す
。
こ
れ
ま
で
実
施
し

た
施
策
の
点
検
評
価
を
行
い
、
本
市
の
目
指

す
都
市
像
や
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
り
上
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

　

23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る

第
一
次
・
第
二
次
行
財
政
改
革
大
綱
と
同
実

施
計
画
に
基
づ
き
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
行
財
政
全
般
の
改
善

が
進
み
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
事

業
の
推
進
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

向
け
た
環
境
づ
く
り
も
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
の
進
行
な
ど
今
後
の
厳
し
い
社

会
情
勢
を
展
望
す
れ
ば
、
行
財
政
改
革
に
対

す
る
不
断
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
28
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
を
期
間
と
す

る
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
引

き
続
き
全
庁
を
挙
げ
て
行
財
政
改
革
を
進
め

ま
す
。

平成29年度予算総額

1,354億8,728万円
　
　
新
年
度
予
算
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
鶴
岡
市
長
　
榎
本
政
規

　
　
は
じ
め
に

　

市
長
に
就
任
し
て
以
来
、「
鶴
岡
ル
ネ
サ

ン
ス
宣
言
」
を
市
政
の
基
本
方
針
と
し
、「
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
の
中
で
鶴
岡
の
未

来
を
創
造
す
る
成
長
戦
略
に
位
置
付
け
、
そ

れ
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
本
市
の
中
核
的
取

り
組
み
と
し
て
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
市
民
・
地
域
・
行
政
の
協
調
・
協

力
に
よ
る
総
合
力
を
発
揮
し
な
が
ら
、
総
合

計
画
の
着
実
な
推
進
と
不
断
の
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
、
施
策
、
事
業
の
重
点
化
を
図

り
ま
す
。

　

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
27

年
度
に
策
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
基
本
に
、
各
種
取
り
組

み
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
少
子
化
・

人
口
減
少
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
は
一
朝

一
夕
に
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
粘
り
強

く
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
で
も
少
子
化
対
策
と
と
も
に
、

移
住
定
住
の
促
進
や
雇
用
の
創
出
、
小
さ
な

拠
点
の
形
成
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
づ
く
り

等
、
多
く
の
人
口
減
少
対
策
を
盛
り
込
み
、

本
市
の
長
期
的
重
要
課
題
と
し
て
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
広
報
で
は
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考

え
方
や
予
算
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

一（一）（二）
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新
し
い
制
度
や
組
織
へ
の
移
行
の
際
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
不
便
を
来
た
さ
な
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
公
平
性
を
保
ち
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
を
常
に
心
掛
け
、
市
民

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

予
算
の
概
要

　

平
成
29
年
度
予
算
の
会
計
別
の
大
枠
や
、

市
の
会
計
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
の
歳

入
・
歳
出
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、
６
８
７

億
９
、
２
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算

と
比
較
し
34
億
９
、
２
０
０
万
円
（
５
・
３

％
）
の
増
で
、
過
去
最
高
額
と
な
っ
た
28
年

度
予
算
額
を
上
回
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
５
会
計
の
合
計
で
、
対
前

年
度
３
億
４
、
５
８
１
万
３
千
円
増
の
３
２

７
億
６
、
８
７
１
万
６
千
円
で
す
。
個
別
に

み
る
と
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
保

険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
拠
出
金
の
減
額
な

ど
で
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
特
別
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
は

保
険
需
要
の
増
大
に
伴
い
増
加
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
の
う
ち
病
院
事
業
会
計
は
、
医

療
機
器
整
備
費
の
減
額
な
ど
で
対
前
年
度
２

億
９
、
６
１
３
万
円
減
の
１
６
２
億
５
、
０

９
８
万
２
千
円
で
す
。
水
道
事
業
会
計
は
、

建
設
改
良
事
業
費
の
減
額
な
ど
で
対
前
年
度

８
、
８
６
２
万
５
千
円
減
の
48
億
８
、
４
９

０
万
８
千
円
で
す
。
下
水
道
事
業
会
計
は
、

建
設
改
良
事
業
費
の
減
額
な
ど
で
対
前
年
度

５
億
９
、
２
６
３
万
円
減
の
１
２
７
億
９
、

０
６
７
万
４
千
円
で
す
。

一
般
会
計　

歳
入

　

市
税
に
つ
い
て
、
市
民
税
は
給
与
所
得
の

源
泉
所
得
税
の
減
額
な
ど
で
減
収
を
見
込
み

ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、
地
価
の
下
落
傾
向

が
あ
る
一
方
で
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
大
手

企
業
の
積
極
的
な
設
備
投
資
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
増
収
を
見
込
み
、
対
前
年
度
２
億
５
２

５
万
２
千
円
増
の
１
４
５
億
９
４
６
万
９
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
国
の
交
付
見
通

し
を
踏
ま
え
、
対
前
年
度
１
億
３
、
７
２
１

万
９
千
円
減
の
22
億
１
、
８
４
９
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
国
の
地
方
財
政
対
策
に

よ
る
交
付
税
の
減
額
や
合
併
特
例
期
間
の
終

了
に
伴
う
段
階
的
縮
減
の
影
響
等
に
よ
っ
て
、

対
前
年
度
４
億
９
、
７
１
８
万
２
千
円
減
の

２
１
７
億
３
６
９
万
６
千
円
を
計
上
し
ま
す
。

ま
た
、
実
質
的
な
交
付
税
と
し
て
後
年
度
に

そ
の
全
額
が
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
臨

時
財
政
対
策
債
は
、
対
前
年
度
１
億
１
、
７

９
０
万
円
増
の
20
億
１
、
９
９
０
万
円
を
見

込
み
ま
し
た
。

　

分
担
金
及
び
負
担
金
は
、
保
育
所
入
所
者

負
担
金
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
対
前
年
度

４
、
３
７
６
万
６
千
円
減
の
10
億
１
、
０
２

３
万
４
千
円
、
使
用
料
及
び
手
数
料
は
、
対

前
年
度
１
、
７
７
９
万
７
千
円
減
の
９
億
５
、

５
９
２
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
や
臨
時
福
祉
給
付
金
の
事
業
費
補
助
金

・一般会計…市の基礎的な行政サービスを行うための会計。
　市税や地方交付税などを主な財源とし、市の会計の中心
　となる
・特別会計…特定の事業を行うために、特定の収入をもっ
　て行う会計。一般会計とは経理を別にし、本市では５つ
　の特別会計を設けている
・企業会計…事業収益によって運営経費を賄う会計。地方
　公共団体が経営する企業は地方公営企業とされ、本市で
　は３つの企業会計を設けている

会 計 別 内 訳
（ ）内は対前年度当初予算比

▷一般会計 687億9,200万円 （5.3％）

▷特別会計 327億6,871万6千円 （1.1％）
　国民健康保険 147億4,680万8千円 （▲1.8％）
　後期高齢者医療保険 15億1,803万5千円 （4.6％）
　介護保険 164億3,164万2千円 （3.5％）
　休日夜間診療所 6,281万1千円 （▲0.8％）
　墓園事業 942万円 （▲4.3％）

▷企業会計 339億2,656万4千円 （▲2.8％）
　病院事業 162億5,098万2千円 （▲1.8％）
　水道事業 48億8,490万8千円 （▲1.8％）
　下水道事業 127億9,067万4千円 （▲4.4％）

二

（一）
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の
減
額
な
ど
に
よ
っ
て
、
対
前
年
度
２
億
１
、

０
７
３
万
円
減
の
71
億
９
、
０
８
４
万
７
千

円
を
計
上
し
、
県
支
出
金
は
、
農
地
集
積
協

力
金
交
付
事
業
補
助
金
や
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
委
託
金
の
減
額
な
ど
に
よ
っ
て
、
対
前

年
度
５
２
８
万
３
千
円
減
の
53
億
５
、
９
３

５
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、
鶴
岡
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
大

幅
な
増
額
を
見
込
み
、
対
前
年
度
４
億
５
、

３
０
０
万
６
千
円
増
の
８
億
１
、
８
０
９
万

１
千
円
と
し
て
い
ま
す
。
繰
入
金
は
、
財
政

調
整
基
金
を
繰
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

対
前
年
度
７
億
７
、
９
６
９
万
円
増
の
10
億

８
、
２
４
０
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

市
債
は
、
新
文
化
会
館
整
備
や
養
護
老
人

ホ
ー
ム
施
設
整
備
支
援
、
屋
内
多
目
的
運
動

施
設
整
備
等
に
よ
っ
て
対
前
年
度
28
億
１
６

０
万
円
増
の
98
億
９
、
６
２
０
万
円
と
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
29
年
度
予
算
の
自
主
財
源
比
率
は
、

前
年
度
の
30
・
８
％
か
ら
31
・
５
％
に
上
昇

し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計　

歳
出

　

人
件
費
は
、
事
務
事
業
や
組
織
機
構
の
見

直
し
に
よ
る
定
員
の
適
正
化
に
努
め
、
対
前

年
度
１
・
６
％
減
の
１
０
９
億
６
、
５
６
６

万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
の
振

込
手
数
料
や
燃
料
費
、
光
熱
水
費
の
減
額
な

ど
に
よ
っ
て
対
前
年
度
０
・
５
％
減
の
83
億

１
、
５
２
４
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

維
持
補
修
費
は
、
対
前
年
度
２
・
４
％
増

の
11
億
９
５
１
万
４
千
円
、
扶
助
費
は
自
立

支
援
給
付
事
業
や
障
害
児
支
援
事
業
の
増
額

等
に
よ
っ
て
、
対
前
年
度
５
・
１
％
増
の
１

２
６
億
８
２
２
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
等
は
、
大
規
模
事
業
所
設
置
助
成

金
や
鶴
岡
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
返
礼
等
の
増

額
に
よ
っ
て
、
対
前
年
度
８
・
３
％
増
の
88

億
３
、
５
９
３
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
は
、
優
先
度
や
費
用
対
効

果
、
整
備
後
の
維
持
管
理
経
費
等
を
精
査
し

た
上
で
、
合
併
新
市
づ
く
り
に
必
要
な
社
会

基
盤
整
備
や
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
等
に

予
算
措
置
し
、
対
前
年
度
37
・
９
％
増
の
１

０
６
億
６
、
３
４
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
着
実
に
市
債
残
高
を
減
額
し
、

対
前
年
度
８
、
８
８
７
万
７
千
円
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
を
合

計
し
た
義
務
的
経
費
は
、
前
年
度
の
47
・
３

％
か
ら
45
・
３
％
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

主
要
事
業

　

総
合
計
画
実
施
計
画
の
重
点
方
針
な
ど
に

基
づ
き
、「
鶴
岡
ル
ネ
サ
ン
ス
宣
言
」
と
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
沿

っ
て
主
要
事
業
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

鶴
岡
ル
ネ
サ
ン
ス
宣
言
（
５
つ
の 

文
化
都
市
宣
言
）
関
連
事
業

▼
一
〝
地
場
の
可
能
性
を
伸
ば
す
〞 

　
　
　

創
造
文
化
都
市
宣
言

　

食
文
化
分
野
で
国
内
唯
一
の
ユ
ネ
ス
コ
創

市税 145億946万9千円 21.1％

諸収入 28億2,500万1千円 4.1％

繰入金 10億8,240万8千円 1.6％

分担金・負担金 10億1,023万4千円 1.5％

使用料・手数料 9億5,592万4千円 1.4％

寄附金 8億1,809万1千円 1.2％

その他（自主財源） 4億4,599万5千円 0.6％

地方交付税 217億369万6千円 31.5％

国・県支出金 125億5,020万円 18.2％

市債 98億9,620万円 14.4％

地方消費税交付金 22億1,849万3千円 3.2％

地方譲与税 5億2,764万5千円 0.8％

その他（依存財源） 2億4,864万4千円 0.4％

・市税、地方交付税、国・県支出金、市債…６ページの用語解説参照
・繰入金…特定の事業のために積み立てたお金（基金）などから繰り入れるお金
・分担金・負担金…特定の利益を受けた人から負担してもらうお金
・地方消費税交付金…消費税の一部が人口と従業員数に応じて交付されるお金
・地方譲与税…国が徴収した自動車重量税などから配分されるお金

自主財源…31.5％
　市税や諸収入、
　負担金や使用料、
　基金からの繰入
　金などの自主的
　な収入

　　　687億9,200万円 歳　入

（二）

三（一）

依存財源…68.5％
　地方交付税や国
　庫支出金、県支
　出金のように、
　国や県から定め
　られた額を交付
　されたり割り当
　てられたりする
　収入
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造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
都
市
で
あ
り
、

ま
た
食
と
農
の
景
勝
地
で
あ
る
こ
と
を
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
食
文
化
創
造
都
市
と
し

て
の
高
度
ブ
ラ
ン
ド
化
と
観
光
や
農
林
水
産

業
な
ど
の
成
長
産
業
化
、
さ
ら
に
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
を
含
む
交
流

人
口
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
イ
タ
リ
ア
食
科
学
大
学
な

ど
と
の
連
携
に
よ
る
高
度
な
情
報
発
信
、
食

文
化
資
源
を
活
用
し
た
食
文
化
体
験
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
開
発
、
食
と
風
土
の
祭
典
の
開
催
に

向
け
た
計
画
策
定
等
を
行
い
ま
す
。

　

本
市
農
産
物
の
海
外
へ
の
販
売
促
進
で
は
、

外
務
省
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
設
置
す
る
ジ
ャ

パ
ン
・
ハ
ウ
ス
で
、
本
市
の
農
産
物
を
出
展

す
る
取
り
組
み
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
香

港
市
場
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
行
う
等
、

本
市
農
産
物
の
輸
出
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

今
後
の
事
業
展
開
を
推
進
し
ま
す
。

　

愛
称
が
「
タ
ク
ト
鶴
岡
」
に
決
定
し
た
文

化
会
館
の
整
備
で
は
、
8
月
末
の
竣

し
ゅ
ん
工
に
向

け
て
屋
根
や
外
装
、
内
装
の
仕
上
げ
工
事
や
、

サ
イ
ン
、
ユ
ニ
ッ
ト
家
具
の
設
置
、
外
構
の

工
事
等
を
行
い
ま
す
。
竣
工
か
ら
来
年
３
月

の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
期
間
、
市
民

向
け
の
内
覧
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
竣

工
記
念
式
典
や
市
制
施
行
記
念
式
典
、
市
全

体
で
の
成
人
式
を
計
画
し
ま
す
。
ま
た
、
避

難
訓
練
を
兼
ね
た
コ
ン
サ
ー
ト
や
試
験
供
用

を
行
い
、
使
い
勝
手
な
ど
を
検
証
し
な
が
ら

万
全
の
体
制
で
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

松
ヶ
岡
開
墾
場
に
つ
い
て
は
、
歴
史
遺
産

と
し
て
適
切
に
保
存
し
活
用
す
る
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
本
市
近
代
化
の
礎
と
な
っ
た
絹

織
物
産
業
に
つ
い
て
も
、
キ
ビ
ソ
を
活
用
し

た
新
製
品
開
発
や
販
売
促
進
、
シ
ル
ク
ガ
ー

ル
ズ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
蚕
の
飼
育

体
験
を
通
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
等
、
地
域
の
活
性

化
と
と
も
に
そ
の
文
化
を
後
世
に
保
存
伝
承

し
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化
で
は
、
地
方
創
生
推

進
交
付
金
を
活
用
し
、
旧
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
「
セ
ン
ト
ル
」
を
新
た
な
「
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

す
。
そ
の
運
営
を
地
元
商
店
街
の
若
い
皆
さ

ん
に
担
っ
て
い
た
だ
き
、
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
や
人
材
育
成
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

▼
二
〝
人
と
人
の
繋つ

な

が
り
か
ら
交
流
人
口
を
拡
大
す
る
〞 

　
　
　

観
光
文
化
都
市
宣
言

　

近
年
の
外
国
人
観
光
客
の
増
加
や
２
０
２

０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
見
据
え
な
が
ら
、
国
際

観
光
の
推
進
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
鶴
岡
駅
構
内
の
観
光
案
内

所
を
マ
リ
カ
東
館
１
階
に
移
転
し
、
外
国
人

向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
外
国
人
対
応

ス
タ
ッ
フ
の
常
駐
等
、
認
定
外
国
人
観
光
案

内
所
と
し
て
の
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
外
国
人
青
年
を
招
致
し
国
際
交
流
な
ど

を
推
進
す
る
Ｊ
Ｅ
Ｔ
（
語
学
指
導
等
を
行
う

外
国
青
年
招
致
事
業
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

く
国
際
交
流
員
の
任
用
、
新
潟
市
と
連
携
し

た
海
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
情
報

発
信
へ
の
支
援
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

食
文
化
創
造
都
市
の
推
進
を
図
る
た
め
、

マ
リ
カ
東
館
1
階
を
本
市
の
「
食
文
化
情
報

歳出に占める割合

消費的経費…60.8％
　物件費や補助費など、後
　年に形を残さずに消費さ
　れる性質のお金

投資的経費…15.6％
　建設事業などのように、
　社会資本として将来に残
　るものに使われる性質の
　お金

その他…23.6％

上記のうち
義務的経費…45.3％
　人件費や扶助費、公債費
　のように、支出が義務付
　けられ、任意に節減でき
　ないお金

・民生費…福祉や保育などのためのお金
・教育費…教育などのためのお金
・総務費…課税・納税、職員管理などのほか、総務・
　企画的な業務のためのお金
・公債費…借金返済に充てるお金
・土木費…道路や橋の建設などのためのお金

・衛生費…健康増進やごみ処理などのためのお金
・農林水産業費…農林水産業の振興のためのお金
・商工費…商工業や観光の振興のためのお金
・消防費…消防や救急、救助活動などのためのお金
・議会費…市議会の運営のためのお金

一般会計予算額　　　　歳　出

民生費 210億2,675万6千円 30.6％

教育費 100億5,124万3千円 14.6％

総務費 78億4,532万5千円 11.4％

公債費 76億6,928万1千円 11.1％

土木費 62億9,965万円 9.2％

衛生費 55億9,636万8千円 8.1％

農林水産業費 40億8,654万7千円 5.9％

商工費 34億7,339万2千円 5.0％

消防費 21億860万2千円 3.1％

議会費 4億659万円 0.6％

その他 2億2,824万6千円 0.4％
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発
信
拠
点
」
と
し
て
整
備
す
る
ほ
か
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
鶴
岡
の
郷
土
料
理
や
食
材
を

提
供
す
る
飲
食
店
等
も
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

で
、
玄
関
口
で
あ
る
鶴
岡
駅
前
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
に
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

観
光
地
域
づ
く
り
の
組
織
体
制
の
構
築
で

は
、
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
や
食
と
農

の
景
勝
地
認
定
等
を
生
か
し
た
観
光
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、鶴
岡
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
観

光
地
域
づ
く
り
を
持
続
的
・
戦
略
的
に
推
進
・

け
ん
引
す
る
専
門
組
織
）
設
立
に
向
け
た
鶴

岡
市
観
光
連
盟
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

宿
坊
街
の
魅
力
向
上
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出

で
は
、
手
向
地
区
の
宿
坊
街
で
統
一
感
の
あ

る
景
観
形
成
を
図
る
た
め
、
住
民
が
行
う
修

景
整
備
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
景
観
に
配

慮
し
た
公
共
空
間
整
備
や
町
並
み
景
観
保
全

活
動
を
支
援
し
、
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
を

行
い
ま
す
。

　

本
市
観
光
施
設
の
拠
点
で
あ
る
加
茂
水
族

館
に
は
、
県
内
外
の
多
く
の
方
々
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
雨
よ
け
・
風
よ

け
対
策
を
講
じ
、
来
館
者
の
更
な
る
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

高
速
交
通
体
系
の
整
備
促
進
で
は
、
日
本

海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
県
境
区
間
の
整
備

に
向
け
た
要
望
活
動
を
精
力
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
鼠
ヶ
関
地
区
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
休
憩
施
設
の
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

鉄
道
関
係
で
は
、
新
潟
駅
で
の
新
幹
線
と

羽
越
本
線
の
同
一
ホ
ー
ム
乗
り
換
え
事
業
が

平
成
30
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
更
な
る
時

間
短
縮
と
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う

関
係
機
関
な
ど
に
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
羽
越
新
幹
線
の
整
備
実
現
に
向
け
て

県
や
隣
県
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
山
形
県
庄

内
地
区
羽
越
新
幹
線
整
備
実
現
同
盟
会
の
活

動
を
活
発
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

庄
内
空
港
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
翼
を
催

行
し
空
港
利
用
の
促
進
に
努
め
た
ほ
か
、
庄

内
空
港
利
用
振
興
協
議
会
を
中
心
と
し
て
機

材
の
大
型
化
の
要
望
等
に
努
め
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
28
年
夏
に
中
型
機
が
最
大
3
往
復

導
入
さ
れ
、
利
用
者
数
が
対
前
年
度
４
・
４

％
増
の
約
38
万
人
と
な
り
ま
し
た
。
29
年
度

も
同
協
議
会
へ
支
援
し
、
更
な
る
利
用
促
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
三
〝「
知
」
を
活い

か
す
〞 

　
　
　

学
術
文
化
都
市
宣
言

　

先
端
バ
イ
オ
を
核
と
し
た
高
度
な
産
業
集

積
の
促
進
に
加
え
、
本
市
に
あ
る
４
つ
の
高

等
教
育
機
関
で
の
研
究
や
地
域
貢
献
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
相
互
連
携
を
一
層
図

り
ま
す
。
ま
た
、
鶴
岡
み
ら
い
健
康
調
査
や

高
校
生
バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
等
に
取
り
組
む
ほ

か
、
今
後
の
企
業
や
研
究
機
関
の
進
出
に
対

応
す
る
た
め
、
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
拡
張

も
見
据
え
た
新
た
な
全
体
構
想
の
策
定
に
着

手
し
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
一
環
と
し
て
政
府
関
係
機
関

の
地
方
移
転
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
市
で

は
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る

連
携
研
究
拠
点
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
慶
應
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研

700

0

100

200

300

400

500

600

億円

平成20年度 28年度27年度26年度25年度24年度23年度22年度21年度

154.1

85.5

106.0

73.1

207.0

146.7

79.7

86.4

73.8

207.2

142.1

73.8

68.0

97.3

212.6

144.5

75.4

56.0

106.2

211.4

142.6

78.3

63.2

99.7

221.2

145.3

80.2

66.8

103.9

220.5

142.3

88.4

56.9

110.9

229.7

137.8

79.4

53.3

119.6

228.0

625.7
593.8 593.8 593.5 605.0 616.7 628.2 618.1

　市税　　　地方交付税　　　国・県支出金　　　市債　　　その他

一般会計歳入の構成別推移

・市税…市民が市に納
　める税金（市民税、
　固定資産税、軽自動
　車税、市たばこ税、
　入湯税、都市計画税
　など）
・地方交付税…所得税
　など国が徴収した税
　金の中から市の財政
　状況に応じて交付さ
　れるお金
・国 ･県支出金…特定
　の事務・事業につい
　ての財源として、国
　や県から交付される
　お金
・市債…建設事業や財
　政対策などを行うた
　めに金融機関などか
　ら借り入れるお金

29年度

143.0

89.4

70.9

127.7

222.0

653.0

145.1

101.3

99.0

125.5

217.0

687.9
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究
所
や
庄
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
県

等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
が
ん
の

診
断
薬
や
解
析
技
術
等
の
開
発
を
目
指
す
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
新
た
な
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
や
製
薬
会
社
等
の
関
連
企
業
が

集
積
し
、
将
来
の
雇
用
の
受
け
皿
に
な
る
な

ど
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

▼
四
〝
暮
ら
す
環
境
を
整
え
る
〞 

　
　
　

安
心
文
化
都
市
宣
言

　

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け
て
、
日

曜
日
が
ん
検
診
や
平
日
夕
方
の
サ
ン
セ
ッ
ト

乳
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な

胃
が
ん
対
策
と
し
て
中
学
生
の
健
診
時
に
胃

が
ん
の
原
因
と
さ
れ
る
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
実

施
し
、
除
菌
を
支
援
し
ま
す
。
健
診
機
会
の

拡
大
や
が
ん
の
早
期
対
策
を
通
し
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

高
齢
者
へ
の
支
援
で
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
総
合
的
な
支
援
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
住
民
な
ど
多
様
な
団
体
が
参
画
し
支

え
合
う
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
が
主

体
と
な
っ
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
で
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
広
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
次
代
へ
つ
な
い
で

い
く
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
子
供
た
ち
と

地
域
の
未
来
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

の
強
化
に
向
け
、
今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
る

小
規
模
自
治
組
織
な
ど
を
対
象
に
、
維
持
や

活
性
化
を
議
論
す
る
研
修
会
等
を
開
催
し
ま

す
。

　

田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
旧
田
川
小
学
校
校
舎
を
活
用
し
た
整
備

を
行
い
ま
す
。
同
様
に
羽
黒
第
四
地
区
地
域

活
動
セ
ン
タ
ー
も
、
旧
羽
黒
第
四
小
学
校
の

校
舎
を
活
用
し
た
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
で
は
、
空
き
家
の
管
理
が
不

全
な
所
有
者
な
ど
に
対
し
て
適
切
な
管
理
を

促
す
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
条
例
に
基

づ
く
応
急
措
置
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽

危
険
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
安
全
安

心
を
確
保
す
る
た
め
、
一
定
の
要
件
で
解
体

に
要
す
る
経
費
を
支
援
す
る
制
度
を
創
設
し

ま
す
。

　

交
通
輸
送
対
策
で
は
、
路
線
バ
ス
や
地
域

住
民
主
体
の
生
活
交
通
確
保
へ
支
援
す
る
ほ

か
、
29
年
度
か
ら
朝
日
地
域
の
大
鳥
・
上
田

沢
線
と
田
麦
俣
・
湯
殿
山
線
の
路
線
バ
ス
が

縮
減
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
代
替
措
置
と
し
て

新
た
に
市
営
バ
ス
を
運
行
し
、
生
活
の
維
持

に
必
要
な
移
動
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
は
、

避
難
所
な
ど
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
提
供

す
る
た
め
、
土
砂
災
害
と
洪
水
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
ほ
か
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
を
対
象
と
し
た
図
上
訓
練
の
実
施
、

防
災
資
機
材
の
整
備
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
無
人
偵
察
機
（
ド

ロ
ー
ン
）
の
活
用
策
を
検
討
す
る
た
め
、
総

合
防
災
訓
練
で
様
々
な
場
面
を
想
定
し
、
ド

ロ
ー
ン
を
用
い
た
情
報
収
集
訓
練
を
行
い
ま

700

0

100

200

300

400

500

600

億円

平成20年度 28年度27年度26年度25年度24年度23年度22年度21年度

132.4

78.0

53.2

74.6

73.3

131.1

80.1

42.7

77.4

72.9

129.1

66.8

43.4

98.1

76.5

128.4

58.8

42.9

106.5

80.0

123.0

70.4

43.2

108.0

78.5

119.6

74.9

44.6

110.4

80.4

112.9

77.6

57.2

115.1

81.3

113.4

48.5

74.0

117.7

83.5

94.9 95.5 84.4 79.2 77.6 79.5 83.9 81.3

58.1 67.6 68.0 67.9 67.7 70.5
72.0

48.6

61.2 26.5 27.5 29.8 36.6 36.8 28.2
51.1

625.7
593.8 593.8 593.5 605.0 616.7 628.2 618.1

　人件費　　　　　物件費　　　扶助費　　　補助金等
　投資的経費　　　公債費　　　繰出金　　　その他

一般会計歳出の構成別推移
・人件費…職員の給料、
　議員や委員の報酬な
　ど
・物件費…消耗品や備
　品の購入費用、光熱
　水費、施設の管理委
　託料など
・扶助費…生活保護費
　や保育園の委託料、
　乳児や重度身体障害
　者への医療給付費な
　ど福祉のためのお金
・補助費等…各種団体
　や病院・水道事業に
　対する負担金や補助
　金など
・投資的経費…道路、
　橋、学校など公共施
　設の建設経費
・公債費…借金の返済
　に充てるお金
・繰出金…介護保険な
　どの給付費や下水道
　事業などに対して、
　一般会計から負担す
　るお金

29年度

111.5

78.4

81.6

119.9

83.6

77.6

50.5

49.9

653.0

109.7

107.7

88.4

126.1

83.2

76.7

51.6

44.5

687.9
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す
。▼

五
〝
自
然
と
共
に
生
き
る
〞 

　
　
　

森
林
文
化
都
市
宣
言

　

森
林
文
化
都
市
構
想
を
推
進
す
る
た
め
、

つ
る
お
か
森
の
時
間
や
つ
る
お
か
森
の
保
育

等
を
実
施
し
ま
す
。

　

新
た
に
「
森
林
・
温
泉
・
食
」
を
活
用
し

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
行
う
と
と
も
に
、

自
然
学
習
交
流
館
「
ほ
と
り
あ
」
を
拠
点
と

し
た
自
然
学
習
や
環
境
保
全
に
関
す
る
市
民

の
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
で
は
、
県

が
行
う
農
業
用
水
利
施
設
を
活
用
し
た
小
水

力
発
電
事
業
へ
支
援
す
る
と
と
も
に
、
水
路

な
ど
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
設
備
や
家
庭

等
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入

を
支
援
し
ま
す
。

　

過
疎
対
策
で
は
、
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

く
活
動
支
援
へ
の
評
価
検
証
を
踏
ま
え
、
効

果
的
な
集
落
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
福

栄
地
区
へ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配
置
や
、

朝
日
・
温
海
地
域
へ
の
集
落
支
援
員
の
配
置

等
、
集
落
の
維
持
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
振
興

　

地
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
各
地
域
の

活
性
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
合
併
の

理
念
で
あ
る
多
様
性
の
発
揮
を
実
現
す
る
た

め
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
事
業
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
地
域
間
連
携
の
視
点
で
の

取
り
組
み
等
、
各
地
域
庁
舎
を
中
心
に
特
色

あ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

市
民
・
地
域
・
行
政
の
協
調
・
協
力

　

鶴
岡
ル
ネ
サ
ン
ス
宣
言
の
行
動
戦
略
の
基

礎
と
な
る
、
市
民
・
地
域
・
行
政
の
協
調
・

協
力
に
よ
る
総
合
力
の
発
揮
に
つ
い
て
は
、

鶴
岡
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
や
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
鶴
岡
ま
ち
づ

く
り
塾
等
、
市
民
主
体
の
様
々
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業
で
は
、
本
市
の
物

産
や
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
返
礼
品
を
更

に
充
実
さ
せ
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

鶴
岡
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
推
進（
４
つ
の
基
本
目
標
）

▼
一　

地
域
に
し
ご
と
を
増
や
し
、
安
　

　
　
　
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る

　

食
文
化
関
連
事
業
で
は
、
イ
タ
リ
ア
食
科

学
大
学
と
の
戦
略
的
連
携
協
定
に
基
づ
く
事

業
を
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
大
学
の
大
学
院
生

や
山
形
大
学
農
学
部
と
と
も
に
鶴
岡
の
食
文

化
の
魅
力
を
世
界
視
野
で
発
掘
す
る
取
り
組

み
で
、
現
地
調
査
や
学
び
の
場
づ
く
り
、
国

際
会
議
を
実
施
し
、
食
文
化
、
観
光
関
連
の

新
た
な
産
業
創
造
を
目
指
し
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
昭
和
女
子
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
活
用
し
、
同
大
学
か
ら

鶴
岡
の
食
文
化
を
素
材
と
し
た
新
商
品
の
開

発
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
提
案
を

受
け
る
取
り
組
み
等
を
実
施
し
ま
す
。

市債残高と公債費の推移

平成20年度 28年度27年度26年度25年度24年度23年度22年度21年度
60

70

80

90

100

650

750

市債残高
（億円）

65

75

85

95

600

700

800

公債費
（億円）

780.2 777.7 779.3 772.3 766.3 762.5 755.1 731.4

94.9 95.5

84.4

79.2
77.6

79.5

83.9

81.3

市債残高　　　　　公債費 ・市債残高…建
　設事業や財政
　対策などを行
　うために、金
　融機関などか
　ら借り入れた
　お金の残高
・公債費…借金
　の返済に充て
　るお金

（二）

29年度

742.7

77.6

771.5

76.7

（三）（四）
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企
業
立
地
の
促
進
で
は
、
企
業
の
立
地
誘

導
や
設
備
投
資
、
本
市
へ
の
本
社
機
能
の
移

転
や
支
店
等
の
開
設
を
促
す
た
め
の
助
成
を

行
う
と
と
も
に
、
中
央
工
業
団
地
で
の
工
業

用
水
の
需
要
の
高
ま
り
に
対
応
し
、
供
給
能

力
の
増
強
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
金
融
機
関
な
ど
と
共
同
で
、

地
域
資
源
や
技
術
等
を
活
用
し
て
展
開
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
、

28
年
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
採
択
さ
れ
た
ビ
ジ

ネ
ス
ア
イ
デ
ア
や
プ
ラ
ン
を
対
象
に
、
事
業

化
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
内
企
業
へ
の
支
援
で
は
、
中
小
企
業

な
ど
が
行
う
新
製
品
開
発
や
販
路
開
拓
、
技

術
力
向
上
の
取
り
組
み
等
を
支
援
す
る
ほ
か
、

庄
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
行
う
経
営

セ
ミ
ナ
ー
事
業
や
職
業
能
力
開
発
講
座
、
地

域
企
業
の
自
発
的
な
業
務
改
善
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
で
は
、
地
理

的
表
示
保
護
制
度
や
農
業
生
産
行
程
管
理
認

証
等
、
農
業
者
団
体
な
ど
が
行
う
特
産
品
の

高
付
加
価
値
化
や
競
争
力
強
化
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
つ
る
お
か
農
商
工
観
連
携
総
合

推
進
協
議
会
が
行
う
新
た
な
地
域
ビ
ジ
ネ
ス

の
展
開
と
鶴
岡
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
林
業
関
係
で
は
、
温
海
地

域
の
中
山
間
地
域
で
農
林
産
物
栽
培
と
林
業

と
を
組
み
合
わ
せ
た
経
営
モ
デ
ル
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

▼
二　

地
域
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ

　

　
　
　
を
つ
く
る

　

移
住
希
望
者
の
総
合
的
な
相
談
窓
口
と
し

て
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る

と
と
も
に
、
各
種
フ
ェ
ア
や
移
住
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
動
画
等
、
多
様
な
方
法
で
効
果
的
に

情
報
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
移
住
希
望
者
を

対
象
に
「
お
試
し
住
宅
」
を
提
供
し
、
家
賃

助
成
等
を
行
い
ま
す
。
新
た
に
本
市
へ
の
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
に
関
心
の
あ
る
首
都
圏
在

住
者
な
ど
を
対
象
に
、
本
市
の
企
業
関
係
者

と
情
報
交
換
の
場
を
提
供
す
る
「
鶴
岡
し
ご

と
体
感
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
資
源
活
用
体
験
交
流
推
進
事
業
で
は
、

本
市
の
先
端
科
学
や
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、

文
化
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
教
育
に
関

心
の
高
い
首
都
圏
な
ど
の
親
子
を
対
象
と
し

た
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
交
流
拡
大
を
図
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
交
流
拡
大
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
企
画
、
運
営
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
育
成
し
ま
す
。

　

市
営
住
宅
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
高
齢

者
に
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
上
層
階
の
空
室
を
改

修
し
移
住
者
に
お
試
し
住
宅
と
し
て
提
供
し

ま
す
。

　

大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
若
者
の
地
元
回
帰

を
促
進
す
る
た
め
、
県
と
協
調
し
奨
学
金
の

返
還
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
若
者
の
意
向

把
握
や
地
元
就
職
へ
の
働
き
掛
け
、
首
都
圏

で
の
地
元
就
職
セ
ミ
ナ
ー
や
、
女
性
を
対
象

と
し
た
仙
台
で
の
同
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま

す
。▼

三　

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

　
　

　
　
　
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

　

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
妊
産
婦

支
援
員
を
配
置
し
相
談
支
援
体
制
を
強
化
し

実質公債費比率の状況

平成20年度 28年度27年度26年度25年度24年度23年度22年度21年度

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0
％

9.0

11.0

13.0

15.0

17.0 17.4

10.4

9.0
8.5 8.5

17.5

15.8

13.1

（平成28・29年度は推計値）

・実質公債費比率…公債
　費や公営企業への繰出
　金などを含めた実質的
　な公債費相当額が、標
　準財政規模に占める割
　合を、３か年平均で表
　した指標。この比率が
　18％以上になると市
　債の発行には県の許可
　が必要となり、25％以
　上になると、一定の市
　債の発行が制限される

8.0

7.0

6.0
29年度

7.7
8.1
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ま
す
。
支
援
が
必
要
な
妊
産
婦
に
対
し
て
訪

問
を
通
し
た
保
健
指
導
や
、
乳
児
へ
の
虐
待

を
未
然
に
防
止
す
る
対
策
と
し
て
、
家
族
な

ど
か
ら
産
後
の
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
母
子

を
対
象
に
、
日
帰
り
施
設
で
の
養
育
指
導
を

実
施
す
る
等
、
産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
充

実
し
ま
す
。
ま
た
、
特
定
不
妊
治
療
費
を
助

成
し
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
で
は
、
第
３
子

以
降
の
保
育
料
を
無
料
化
す
る
と
と
も
に
、

中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
自
己
負
担
額
の

完
全
無
料
化
も
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
先
輩
マ
マ
に
よ
る
支
援

の
強
化
や
、
父
親
が
育
児
参
加
す
る
機
会
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
子
供
の
た
め
の
屋

内
遊
戯
施
設
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
の

整
備
計
画
が
具
体
化
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
こ

う
し
た
動
き
と
連
携
し
な
が
ら
整
備
を
支
援

す
る
等
、
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

婚
活
支
援
で
は
、
つ
る
お
か
婚
シ
ェ
ル
ジ

ュ
に
よ
る
結
婚
を
後
押
し
す
る
活
動
を
支
援

し
ま
す
。　

▼
四　

時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

　
　
　
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
に
向
け
、
銀

座
通
り
や
内
川
沿
い
エ
リ
ア
で
の
民
間
主
導

に
よ
る
ま
ち
な
か
居
住
整
備
を
推
進
す
る
た

め
、
民
間
事
業
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
相
談

会
や
検
討
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
駅
前
商
業

施
設
跡
地
の
需
要
調
査
に
基
づ
く
整
備
を
検

討
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
空
き
店
舗
、
空
き

家
等
の
遊
休
不
動
産
を
活
用
し
価
値
を
高
め

る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
取
り
組
み
、
若

者
層
を
主
体
と
し
た
人
材
育
成
や
事
業
創
出

を
図
り
ま
す
。

　

集
落
生
活
圏
の
維
持
に
向
け
た
小
さ
な
拠

点
の
形
成
で
は
、
大
網
地
区
を
モ
デ
ル
に
、

試
行
的
に
地
域
内
交
通
や
買
い
物
支
援
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
旧
大
網
小
学
校
の
活
用

を
検
討
し
ま
す
。

各
種
施
策
の
概
要

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
事
業
以
外
の
重
要
施

策
な
ど
に
つ
い
て
、
鶴
岡
市
総
合
計
画
の
施

策
の
大
綱（
６
分
野
）に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

市
民
生
活
分
野

○
地
域
防
災
体
制
の
強
化　

移
動
系
の
防
災

行
政
無
線
に
つ
い
て
、
国
の
規
則
改
正
に
伴

い
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
式
無
線
機
器
な
ど
が
平

成
34
年
12
月
以
降
使
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、

無
線
機
器
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
ま
す
。

○
消
防
救
急
体
制
の
強
化　

車
両
の
整
備
や

消
防
施
設
の
新
営
改
良
、
救
急
救
命
士
の
養

成
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
自
然
や
生
態
系
の
保
全　

生
物
多
様
性
地

域
戦
略
を
新
た
に
策
定
し
、
庄
内
自
然
博
物

園
構
想
や
森
林
文
化
都
市
構
想
の
各
種
事
業

等
を
体
系
的
に
整
理
し
ま
す
。

○
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
の
整
備　

用
地
測

量
や
整
備
・
運
営
事
業
者
を
選
定
す
る
た
め

準
備
作
業
等
を
実
施
し
て
お
り
、
33
年
度
の

供
用
開
始
を
目
指
し
、
着
実
に
整
備
を
進
め

ま
す
。

▷文化会館整備事業・文化会館管理運営事業
　8月末竣工予定の文化会館。市民向け内覧会を開催
するとともに試験供用等を行い、30年 3月のグラン
ドオープンに向け準備を進めます。《写真…音響を重
視した客席形状》

◁食文化創造都市推進事業・食文化産業創造推進事業
 「世界の食文化創造都市」であることを国内外に強力
にアピールし、農林水産業・観光等の成長産業化や地
域の活性化に向け食文化を活用した事業に取り組みま
す。また、健康・生活・カルチャー・デザイン等に関
わる新しい食文化産業を創出するため、フードデザイ
ン国際カンファレンスや食のフィールド・スタディツ
アーの開催、大学生プロジェクト型協働インターンシ
ッププログラムの実施等を支援します。《写真…イタリ
ア食科学大学の鶴岡フィールド・スタディツアー》

◁がんメタボローム研究推進事業
　国立がん研究センターを中心とする連携研究拠点で、
慶應先端研や庄内地域産業振興センター、県等の関係
機関が連携し、がんメタボローム研究活動を推進しま
す。《写真…慶應義塾大学先端生命科学研究所、鶴岡
市先端研究産業支援センター、Spiber ㈱本社研究棟》

平成29年度の主な取り組み

（一） 四
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○
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
整
備　

現

在
使
用
し
て
い
る
岡
山
地
区
の
最
終
処
分
場

は
稼
動
し
て
二
十
年
が
経
ち
、
数
年
以
内
で

埋
め
立
て
量
が
満
杯
と
な
る
見
込
み
の
た
め
、

新
た
な
処
分
場
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

健
康
福
祉
分
野

○
出
産
・
子
育
て　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
基
づ
き
、
関
係
事
業
者
へ
の
支
援

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
の
各
種
事
業
を
、
家
庭
、

事
業
者
、
地
域
と
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

老
朽
化
が
課
題
の
南
部
保
育
園
の
改
築
整

備
に
つ
い
て
、
31
年
度
開
園
に
向
け
て
着
手

し
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
、
健
康
、
医
療
、
福
祉
の
総
合
力

が
一
層
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
健
康
教
育
・
相

談
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

28
年
度
に
策
定
し
た
歯
科
口
腔
保
健
行
動

計
画
に
基
づ
き
、
歯
周
疾
患
検
診
受
診
状
況

調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
福
祉　

福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置

や
地
域
福
祉
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
通
し
て
、

住
民
協
働
に
よ
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構

築
を
図
り
ま
す
。

○
低
所
得
者
福
祉　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
き
、
相
談
支
援
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
生
活
保
護
に
至
る
前
段
階
で
の

自
立
支
援
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
障
害
者
福
祉　

障
害
者
差
別
解
消
法
に
基

づ
い
た
合
理
的
配
慮
に
対
応
す
る
た
め
、
市

の
窓
口
対
応
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
障

害
者
優
先
調
達
に
関
す
る
周
知
を
強
化
し
ま

す
。
ま
た
、
次
期
障
害
者
計
画
及
び
障
害
福

祉
計
画
の
策
定
の
た
め
、
必
要
な
基
礎
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

○
高
齢
者
福
祉　

市
民
へ
の
啓
発
や
事
業
所

に
対
す
る
各
種
研
修
等
を
通
し
て
介
護
保
険

法
の
理
念
や
制
度
等
を
周
知
し
、
公
平
公
正

な
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
制
度

へ
の
信
頼
性
を
高
め
な
が
ら
介
護
給
付
の
適

正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
各
種
実
態

調
査
や
意
見
聴
取
等
を
行
い
、
第
7
期
介
護

保
険
事
業
計
画
及
び
高
齢
者
福
祉
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　

認
知
症
対
策
で
は
、
医
療
機
関
や
地
域
の

支
援
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
と
な
る
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
を
中
心
に
、
認
知
症
高
齢
者

と
そ
の
家
族
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

○
医
療
提
供
体
制
の
充
実　

荘
内
病
院
で
は
、

基
幹
病
院
と
し
て
高
度
で
良
質
な
医
療
の
提

供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
修
学
資
金
制
度
な

ど
に
よ
る
医
師
確
保
対
策
、
高
度
医
療
機
器

等
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

南
庄
内
緩
和
ケ
ア
推
進
協
議
会
の
活
動
を
通

じ
、
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

教
育
文
化
分
野

○
学
校
教
育　

地
元
の
児
童
生
徒
が
地
域
へ

の
理
解
を
深
め
、
愛
着
を
育
む
観
点
か
ら
、

小
学
生
が
鶴
岡
の
良
さ
に
触
れ
、
地
域
を
学

ぶ
機
会
と
し
て
、『
親
子
で
楽
し
む
庄
内
論

語
』
の
活
用
や
小
学
校
ス
キ
ー
教
室
を
行
い

◁特産物販売促進支援事業
　本市農産物や農産加工品等の普及と消費拡大のため
トップセールスを実施するとともに、首都圏で開催さ
れる展示商談会、観光物産展等への出展、海外への販
路拡大を支援します。また、本市で開催される「第3
回全国メロンサミット」を通して、メロン産地間で情
報交換を行うとともに本市メロンの魅力を発信します。
《写真…大田市場での市長トップセールス》

◁交通輸送対策事業
　路線バス、藤島地域のデマンド交通（利用者がある
場合のみ運行する仕組み）、西郷地区のボランティア
輸送に対する支援や羽黒・朝日地域の市営バスの運行
等、市民の生活交通を確保する取り組みを進めます。

（二）

▷「小さな拠点」づくり推進事業
　過疎地域における生活機能の集約と生活交通の確
保を図りながら、住民や地域団体が中心となって行う
安心して暮らせる生活基盤の維持・強化に向けた取り
組みを支援します。《写真…小さな拠点づくりワーキン
グ》

（三）
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ま
す
。
ま
た
、
新
聞
を
生
き
た
教
材
と
し
て

活
用
し
、
郷
土
に
対
す
る
愛
着
や
関
心
を
深

め
る
取
り
組
み
を
試
行
し
ま
す
。

　

就
学
扶
助
で
は
、
準
要
保
護
児
童
な
ど
へ

の
新
入
学
用
品
費
の
支
給
時
期
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
入
学
後
の
支
給
を
入
学
前
に
前
倒

し
て
支
給
で
き
る
よ
う
改
善
し
ま
す
。

　

学
習
環
境
を
充
実
す
る
た
め
、
国
が
指
定

す
る
英
語
教
育
強
化
地
域
拠
点
と
し
て
の
取

り
組
み
な
ど
を
通
し
て
、
小
学
生
か
ら
の
英

語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
外
国
籍
子
女

な
ど
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
国
際
学
級
設
置
に
向
け
た
調
査
研
究

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
の
適
正
配
置
で
は
、
京
田
小
学
校
と

栄
小
学
校
、
藤
島
小
学
校
と
長
沼
小
学
校
及

び
羽
黒
第
一
小
学
校
と
羽
黒
第
二
小
学
校
の

統
合
に
伴
う
所
要
の
経
費
を
予
算
措
置
し
ま

す
。

　

学
校
施
設
関
係
で
は
、
鶴
岡
第
三
中
学
校

の
改
築
に
つ
い
て
、
30
年
度
2
学
期
の
開
校

に
向
け
、
万
全
を
期
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
大
山
小
学
校

の
体
育
館
と
鶴
岡
第
四
中
学
校
の
暖
房
設
備

を
改
修
す
る
ほ
か
、
学
校
施
設
の
安
全
性
と

適
切
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
所
要

の
整
備
改
修
を
行
い
ま
す
。

○
文
化　

藤
沢
周
平
記
念
館
で
は
、
藤
沢
周

平
氏
没
後
20
年
特
別
企
画
展
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
29
年
は
生
誕
90
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
特
別
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る
子

供
た
ち
の
た
め
の
図
書
な
ど
を
購
入
し
て
学

校
に
貸
し
出
す
等
、
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、

著
名
な
作
家
を
招
き
小
説
を
学
ぶ
講
座
等
を

開
催
し
ま
す
。

　

市
民
の
芸
術
活
動
の
環
境
づ
く
り
で
は
、

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
拠
点
と
し
て
市

民
の
創
作
活
動
の
活
発
化
に
努
め
る
ほ
か
、

芸
術
文
化
協
会
と
連
携
し
本
市
の
芸
術
文
化

の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

歴
史
的
文
化
資
源
の
保
存
継
承
で
は
、
国

指
定
名
勝
で
あ
る
金
峯
山
の
保
存
活
用
計
画

を
29
年
度
に
策
定
す
る
予
定
で
、
同
計
画
に

基
づ
き
、
地
元
団
体
と
と
も
に
適
切
な
保
存

活
用
を
図
り
ま
す
。

　

30
年
度
に
明
治
維
新
１
５
０
年
の
節
目
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業
の
開
催
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ　

テ
ニ
ス
や
フ
ッ
ト
サ
ル
等
で

利
用
で
き
る
屋
内
多
目
的
運
動
施
設
の
整
備

に
着
手
す
る
た
め
、
用
地
取
得
や
地
質
調
査

等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
が
進
む

小
真
木
原
総
合
体
育
館
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等

の
改
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
ほ
か
県

内
2
市
で
開
催
さ
れ
る
南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
開
催
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
た
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
推
進
事
業
と
し
て
ド
イ
ツ
、
モ
ル
ド
バ
と

の
交
流
や
事
前
合
宿
な
ど
の
誘
致
に
取
り
組

み
ま
す
。農

林
水
産
分
野

○
担
い
手
育
成　

山
形
大
学
農
学
部
を
中
心

と
し
た
地
域
の
関
係
機
関
や
企
業
等
に
よ
る

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

核
に
、
総
合
的
な
人
材
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

経
営
体
育
成
支
援
事
業
な
ど
の
補
助
事
業
を

活
用
し
て
機
械
や
施
設
等
の
整
備
補
助
を
行

う
と
と
も
に
、
青
年
就
農
給
付
金
に
よ
る
支

援
や
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
等
を
支

援
し
ま
す
。

○
地
域
特
性
を
生
か
し
た
農
業
振
興　

水
田

を
有
効
利
用
し
た
畑
作
物
の
生
産
振
興
や
園

芸
特
産
物
の
産
地
形
成
を
図
る
た
め
の
支
援

の
ほ
か
、
本
市
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
在
来

作
物
の
生
産
と
販
路
拡
大
の
た
め
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
で
開
催
予
定
の
第

3
回
全
国
メ
ロ
ン
サ
ミ
ッ
ト
の
取
り
組
み
を

支
援
し
ま
す
。

○
環
境
保
全
型
農
業　

鶴
岡
市
環
境
保
全
型

農
業
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
全
市
的
な
取
り

組
み
を
促
進
し
、
農
産
物
認
定
認
証
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

○
中
山
間
地
農
業　

直
接
支
払
交
付
金
事
業

を
推
進
す
る
ほ
か
、
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め

の
捕
獲
業
務
な
ど
の
対
策
実
施
隊
の
運
営
や

対
策
協
議
会
へ
の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

○
畜
産
関
係　

優
良
牛
な
ど
の
導
入
確
保
を

推
進
し
、
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
に
向
け
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
耕
畜
連
携
を
推
進

し
ま
す
。

○
農
業
基
盤
維
持
・
整
備　

多
面
的
機
能
支

払
活
動
支
援
事
業
を
通
じ
て
地
域
で
の
維
持

管
理
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
水
田
畑
地
化

基
盤
強
化
対
策
事
業
、
県
営
基
幹
水
利
ス
ト

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
、
県
営
経
営
体
育

成
基
盤
整
備
事
業
、
農
村
地
域
防
災
減
災
事

業
等
を
促
進
し
ま
す
。

△松ヶ岡地域振興ビジョン推進支援事業
（雪灯篭まつり）
　松ヶ岡開墾場を活用した地域住民や事
業者の取り組みを支援し、地域の魅力を
ＰＲします。《写真…松ヶ岡開墾場のラ
イトアップ》　

△藤島歴史公園の観光拠点化・魅力アッ
プ促進事業
　愛称が「Hisu花（歴史と藤の花にあ
ふれるユートピア）」に決定した同公園
の魅力を創出するため、イルミネーショ
ンや花美化活動等を市民協働で行います。
《写真…藤棚のイルミネーション》

各地域の
取り組み

（四）
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○
林
業　

念
珠
関
線
、
大
坂
山
天
狗
森
線
を

は
じ
め
と
す
る
林
道
や
作
業
道
等
の
路
網
整

備
の
ほ
か
、
森
林
組
合
な
ど
に
よ
る
間
伐
や

森
林
整
備
の
活
動
支
援
、
急
速
に
被
害
が
拡

大
し
て
い
る
松
く
い
虫
対
策
等
を
実
施
し
ま

す
。

○
水
産
業　

新
た
に
独
立
経
営
を
行
う
漁
業

者
へ
漁
船
取
得
費
用
な
ど
を
助
成
す
る
ほ
か
、

県
漁
協
が
行
う
村
山
地
区
な
ど
の
内
陸
部
へ

の
販
路
拡
大
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
等
、

地
元
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
事
業
を

進
め
ま
す
。
油
戸
海
岸
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の

改
良
工
事
や
大
岩
川
漁
港
の
防
波
堤
の
整
備
、

県
へ
の
事
業
費
負
担
に
よ
る
由
良
漁
港
な
ど

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

ク
ロ
ダ
イ
が
市
の
魚
に
制
定
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
と
交
流
人
口
の
拡
大

を
目
的
に
開
催
す
る
全
国
ク
ロ
ダ
イ
釣
り
大

会
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

商
工
観
光
分
野

○
中
心
市
街
地
活
性
化　

街
中
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
を
進
め
る
中
心
商
店
街
や
各
種
団
体

が
連
携
す
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
空
き
店
舗
活

用
等
に
取
り
組
む
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
を
支
援
し
ま

す
。

○
テ
ー
マ
型
・
体
験
型
観
光
の
充
実　

鶴
岡

食
文
化
創
造
都
市
推
進
協
議
会
、
つ
る
お
か

農
商
工
観
連
携
総
合
推
進
協
議
会
、
鶴
岡
市

観
光
連
盟
や
各
観
光
協
会
等
が
実
施
す
る
各

種
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
効
果
的
に
観

光
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、
鶴
岡
ふ
る
さ
と

観
光
大
使
に
よ
る
情
報
発
信
や
英
語
版
も
含

△地域農産物生産出荷促進事業
　産直が主体となり、朝日地域の山間部
集落から農林産物を集荷し、市街地での
移動販売を行います。《写真…南銀座通
りで実施した移動販売》

△能楽青年交流事業
　首都圏から大学の能楽研究会の合宿を
誘致し、黒川能役者との交流や本市の魅
力発信を行う事業を支援します。《写真
…法政大学能楽研究会黒川合宿》

△あつみ体験旅行推進事業
　農村・漁村地域の豊かな自然や文化を
活用した体験メニューの磨き上げや掘り
起こし、関連団体間の連携強化などに取
り組み、体験型旅行誘致による地域振興
を図ります。《写真…山五十川の能＆歌
舞伎体験》

め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、
鶴
岡
観
光
プ

ラ
ザ
で
の
観
光
案
内
、
伝
統
工
芸
品
の
紹
介

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
広
域
連
携
を
生
か
し
た
観
光
の
充
実　

庄

内
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
や
月
山
の
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
た
関
係
市
町
村

と
の
連
携
な
ど
、
広
い
視
野
で
の
観
光
振
興

を
推
進
し
ま
す
。

○
温
泉
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出　

各
種
イ
ベ
ン

ト
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
活
性
化
の
た
め
の
環

境
整
備
等
を
支
援
し
ま
す
。

○
各
地
域
の
祭
り
・
集
客
交
流
の
充
実　

ま

つ
り
振
興
事
業
に
よ
る
夏
の
お
祭
り
ウ
ィ
ー

ク
な
ど
各
地
で
開
催
さ
れ
る
祭
り
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
精
進
料
理
を
通
じ
た
宿
坊
街
へ

の
誘
客
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

社
会
基
盤
分
野

○
都
市
計
画　

歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
に

指
定
の
建
物
の
保
全
・
活
用
に
向
け
た
改
修

な
ど
に
支
援
す
る
ほ
か
、
茅
原
北
土
地
区
画

整
理
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

○
公
園　

本
町
二
丁
目
の
街
区
公
園
の
整
備

や
、
公
園
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く

遊
具
や
ト
イ
レ
の
改
修
等
を
行
う
ほ
か
、
鶴

岡
公
園
の
正
面
広
場
整
備
や
桜
の
更
新
計
画

の
策
定
を
行
い
ま
す
。

○
道
路
・
橋
り
ょ
う　

優
先
度
や
緊
急
度
等

を
考
慮
し
な
が
ら
、
整
備
や
長
寿
命
化
対
応

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
区
の
一

方
通
行
解
除
に
向
け
て
、
都
市
計
画
道
路
山

王
町
本
町
線
の
整
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

○
住
宅　

地
域
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

（五）

（六）

を
実
施
す
る
ほ
か
、
市
営
住
宅
で
は
、
そ
の

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

○
水
道
事
業　

効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め

る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
耐
震

管
へ
の
更
新
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
・
集
落
排
水
事
業
等　

未
整

備
地
区
の
汚
水
・
雨
水
の
管
渠き
ょ

整
備
の
ほ
か
、

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
各
施
設
な
ど
の
改

築
更
新
や
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資
産

の
管
理
・
運
用
体
制
）
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
羽
黒
地
域
と
櫛

引
地
域
の
処
理
施
設
の
統
合
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。　

む
す
び
に

　

以
上
、
平
成
29
年
度
の
予
算
と
主
要
事
業

の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
予
算
と
人
員
で
こ
れ
ら
の
事
業

を
推
進
し
最
大
限
の
成
果
を
上
げ
て
い
く
た

め
に
は
、
職
員
の
資
質
向
上
が
必
須
条
件
で

す
。
市
人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
職

員
の
育
成
に
一
層
努
力
し
ま
す
。
ま
た
、
国

や
県
を
は
じ
め
市
政
推
進
に
関
係
す
る
動
向

を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
職
員
の
人
事
交

流
な
ど
を
通
じ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
職
員
が
常
に
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
し
て
情
報
収
集
に
努
め
る
よ
う
督

励
し
ま
す
。

　

地
域
の
実
態
把
握
に
努
め
、
本
市
に
と
っ

て
望
ま
し
い
政
策
、
制
度
等
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
い
、
国
や
県
へ
も
積
極
的
に
提
言

し
、
地
域
の
振
興
発
展
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
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◆鶴岡ルネサンス宣言関連事業
◎創造文化都市宣言事業
　食文化創造都市推進事業　　　　　　　　　　3,780万6千円
　食文化産業創造推進事業  4,400万円
　食と風土の祭典推進事業 1,322万6千円
　農商工観連携推進事業・農業6次産業化推進事業 737万8千円
　特産物販売促進支援事業 1,184万4千円
　鶴岡シルクタウン・プロジェクト推進事業 540万9千円
　松ヶ岡地域振興事業 1,105万3千円
　鶴岡まちづくりブランディング事業 2,650万9千円
　文化会館整備事業 43億5,519万5千円
　文化会館管理運営事業 1億6,216万8千円
◎観光文化都市宣言事業
　観光一般事業 8,434万2千円
　観光文化都市つるおか交流推進事業 1,919万1千円
　国際観光推進事業 8,712万3千円
　加茂水族館管理運営事業 1億117万7千円
　高速交通・鉄道在来線振興事業 1,220万3千円
◎学術文化都市宣言事業
　先端生命科学研究所支援事業 3億5,087万8千円
　新産業創出地域基盤事業 4,241万3千円
　先端研究産業支援センター管理運営事業 1億5,266万8千円
　高等教育機関連携促進事業 443万5千円
　がんメタボローム研究推進事業 1億5,367万7千円
◎安心文化都市宣言事業
　がん検診受診率向上対策事業 768万6千円
　中学生胃がん予防事業 212万6千円
　各種健康診査事業 3億1,534万8千円
　地域包括支援センターの体制強化 1億7,762万2千円
　広域コミュニティ推進事業 3億1,327万2千円
　コミュニティセンター整備事業 2億6,143万9千円
　空き家対策事業 693万円
　交通輸送対策事業 1億7,580万5千円
　災害に強いまちづくり事業 1,890万6千円
　防災行政無線整備事業 1,150万円
◎森林文化都市宣言事業
　庄内自然博物園構想推進事業 2,073万7千円
　森林文化都市構想推進事業 95万2千円
　つるおか森の保育事業 182万4千円
　地域住宅活性化事業 1億675万8千円
　地域エネルギービジョン推進事業 552万4千円
　過疎対策推進事業 1,289万1千円
◆まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進
　企業立地促進事業 6億9,830万6千円
　地域内企業の高度化、企業活性化支援事業 3,793万5千円
　地域定住農業者育成プロジェクト事業 300万円
　移住・定住促進事業 792万1千円
　地域資源活用体験交流推進事業 1,520万円
　地元出身学生等回帰促進事業 503万6千円
　「ふるさと鶴岡を愛する子ども」育成推進事業 1,265万9千円
　妊婦健康診査・家庭子育て機能育成事業 9,633万5千円
　特定不妊治療費助成事業 1,110万2千円
　第３子以降の保育料無料化 1億5,700万円
　子育て支援医療給付事業 4億5,403万4千円
　婚活支援事業 424万3千円
　「小さな拠点」づくり推進事業 816万8千円
◆市民・地域・行政の協調、協力
　鶴岡パートナーズ推進事業 300万円
　ふるさと寄附金事業 5億3,318万8千円
　東京事務所各種活動事業（市政報告会） 374万5千円

　いきいきまちづくり事業 525万1千円
　男女共同参画推進事業 57万2千円
◆各地域の特性を生かした振興
　地域活性化事業 2,143万7千円
　地域間連携事業 　200万円
◆地方分権改革への対応と行財政改革の推進
　鶴岡市総合計画進行管理事業 784万3千円
　行財政改革推進事業 12万6千円
　定住自立圏構想推進事業 47万3千円
◆分野別の事業
◎市民生活分野
　地域コミュニティ再生事業 1,139万円
　生涯学習振興事業 1億4,719万2千円
　消防施設新営改良事業 5,818万2千円
　ごみ焼却施設整備事業　 2,385万9千円
　一般廃棄物最終処分場整備事業　 2億1,320万5千円
◎健康福祉分野
　保育サービス関連事業 42億1,759万4千円
　公立保育園移転改築事業 4,396万8千円
　放課後児童対策関連事業 2億4,456万2千円
　健康教育・相談事業 221万3千円
　福祉のまちづくり総合推進事業 173万1千円
　障害者施設推進事業 207万6千円
　介護保険料軽減強化事業 2,150万5千円
　認知症対策関連事業 435万7千円
　養護老人ホーム施設整備支援事業 10億8,520万円
　屋内遊戯施設整備支援事業 1億円
◎教育文化分野
　教育指導事業（新聞活用教育研究モデル事業） 　14万4千円
　特別支援教育充実事業　 6,978万9千円
　統合学校・地域支援事業　 1,469万1千円
　鶴岡第三中学校改築事業　 2億1,687万4千円
　小・中学校大規模改修事業 　1,108万円
　屋内多目的運動施設整備事業 1億7,728万円
　鶴岡ホストタウン推進事業 203万6千円
◎農林水産分野
　経営体育成支援事業 6,199万6千円
　中山間地域等直接支払交付金事業 2億5,650万6千円
　鳥獣被害対策事業 1,309万4千円
　多面的機能支払活動支援事業 9億5,526万2千円
　森林病害虫等防除事業 1,457万9千円
　漁港施設整備改良事業 5,013万8千円
　油戸海岸保全施設改良事業　 2,013万円
　全国クロダイ釣り大会開催事業　 100万円
◎商工観光分野
　金融対策事業 16億4,392万1千円
　産業人材育成支援事業 1,095万9千円
　商店街振興対策事業　 744万4千円
　ビジネスプランコンテスト全国公募事業 80万円
　まつり振興事業 3,458万3千円
　観光文化都市つるおか交流推進事業（鶴岡型DMO育成支援事業の推進）　 500万円
◎社会基盤分野
　鶴岡市歴史的風致維持向上計画事業 4,618万9千円
　鶴岡市茅原北土地区画整理事業 2億597万円
　日沿道新潟県境区間IC周辺休憩施設整備事業 2,280万5千円
　道路公共事業・道路新設改良事業 8億2,936万3千円
　都市計画道路山王町本町線整備事業 3億7,510万3千円
　除雪対策事業 6億251万7千円
　市営住宅新営改良事業 　7,380万円
　公共下水道・集落排水・浄化槽事業 　28億6,819万9千円　

鶴岡市の財政・予算及びこの特集について、詳しくは本所財政課へ
☎25‐2111内線350　　zaisei@city.tsuruoka.lg.jp
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